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１ 稲毛区地域福祉計画策定の経過 

資 料 編 

開催日 会議名

・ 自己紹介
・ 計画の位置づけや今後の進め方について
・ 日常の生活や福祉活動を通じ感じている身
近な生活課題を発表し、委員全員で課題を
共有
・ 生活課題をグループ化し、キーワードの設
定を行う

第３回地区フォーラム ・ 生活課題の検討順を決める
・ 解決策の検討

　７月２５日 第１回区策定委員会 ・ 各地区フォーラムの取組状況を発表
　８月２８日
　　　２９日

第４回地区フォーラム ・ 解決策の検討

　９月１１日
　　　１２日

第５回地区フォーラム ・ 解決策の検討

　　　２１日 第1回作業部会 ・ 合同フォーラムについて
１０月２５日 合同フォーラム ・ 各地区フォーラムでの検討内容を発表
１１月２０日
　　　２１日

第６回地区フォーラム ・ 解決策の検討

１２月１１日
　　　１２日

第７回地区フォーラム ・ 解決策の検討

開催日 会議名 開催内容

　１月１１日 第２回作業部会 ・ 今後の進め方、まとめ方について検討
　　　１５日
　　　１６日

第８回地区フォーラム ・ 解決策の検討

　２月　５日 第３回作業部会 ・ 基本方針の検討
・ 解決策の検討
・ 基本方針の検討

　　　２３日 第４回作業部会 ・ 基本方針の検討、作業部会案決定
　　　２６日 第２回区策定委員会 ・ 基本方針の検討、決定
　３月　９日 第５回作業部会 ・ 素案の作成

・ 解決策の検討
・ （千草台中学校・緑が丘地区、轟穴川・３
０１（作草部・天台）地区のみ開催）

　　　２６日 第６回作業部会 ・ 素案の作成

　　　１９日
　　　２０日

第９回地区フォーラム

　　　１９日 第１０回地区フォーラ
ム

（平成１６年）

開催内容

　４月２４日
　　　２５日

第１回地区フォーラム

　５月２２日
　　　２３日

第２回地区フォーラム

　６月１９日
　　　２０日

（平成１７年）



 5 9  

 

資 料 編 

開催日 会議名

　４月　９日 第７回作業部会 ・ 素案の作成
　　　２５日 第８回作業部会 ・ 素案の作成

・ 素案の作成
・ 今後の進め方について

　　　２１日 第３回区策定委員会 ・ 素案の検討
　６月２２日 第１０回作業部会 ・ 基本目標の検討

・ 素案の検討
・ 基本目標の検討

　　　２３日 第１１回作業部会 ・ 基本目標の検討、作業会案決定
・ 素案の検討
・ 今後の進め方について

　　２０日 第４回区策定委員会 ・ 素案の検討
・ 基本目標について
・ 今後のスケジュールについて

　９月１４日 第１３回作業部会 ・ 合同フォーラムについて
　９月２１日 第１４回作業部会 ・ 合同フォーラムについて
１０月　２日 合同フォーラム ・ 素案の発表及び意見交換
１０月２２日 第１５回作業部会 ・ 合同フォーラムの報告

・ 計画の推進について
１１月　５日 第５回区策定委員会 ・ 素案の検討・決定

・ 今後のスケジュールについて

開催日 会議名 開催内容

　２月１９日 合同フォーラム ・ パブリックコメントの結果及び計画への反
映について
・ 計画の推進について

　２月２６日 第６回区策定委員会 ・ パブリックコメントでの意見に対する計画
への反映について
・ 計画決定

　８月　８日 第１２回作業部会

開催内容

　５月１６日 第９回作業部会

　７月　２日
　　　　３日

第１１回地区フォーラ
ム

（平成１8年）

平成１７年１２月１５日～平成１８年１月１６日　パブリックコメントの実施
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２ 区地域福祉計画策定委員会設置要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、区地域福祉計画の策定をおこなうことを目的に設置する、「区地域福

祉計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）」に必要な事項を定める。 

 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）区地域福祉計画案の検討及び作成に関すること。 

（２）その他、区地域福祉計画案作成に必要なこと。 

 

（組織） 

第３条 策定委員会は地区フォーラムにおいて選出された委員２４人及び学校関係者１人

をもって組織する。 

２ 委員は、地区フォーラムの次の各号に掲げる者のうちから選出する。 

（１）要支援者 

（２）公募委員 

（３）地域住民 

（４）社会福祉に関する活動を行う者 

（５）社会福祉を目的とする事業を経営する者 

３ 学校関係者については、小中学校長会より推薦を受けた者を委員とする。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、平成１８年３月３１日までとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 策定委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故のあるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 策定委員会は、委員長がこれを招集し、議長となる。 

２ 策定委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 策定委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長がこれを

決する。 
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（作業部会） 

第７条 第２条に掲げる所掌事項についての検討に資するため、審議事項について検討及

び協議する作業部会を置く。 

２ 作業部会の運営については、別に定める。 

 

（意見の聴取等） 

第８条 策定委員会は、会議の運営上必要があると認めたときは、委員以外の者に出席を

求め、その説明又は意見を聴くことができる。 

 

（庶務） 

第９条 策定委員会の庶務は、保健福祉局保健福祉総務課において処理する。 

 

（その他） 

第1 0 条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が策定委員会に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は，平成１６年５月１４日から施行し，区地域福祉計画の策定の日をもって効

力を失う。 

資 料 編 
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３　委員名簿

山王・草野地区

（敬称略）

グループ Ｎｏ. 氏名 所属団体名等 備考

1 石井　裕 山王保育園 副委員長
区策定委員

2 伊藤　啓子 千葉市手をつなぐ育成会 区策定委員
作業部会員

3 臼井　一男 稲毛区町内自治会連絡協議会

4 小柴　友幸 知的障害者更生施設あけぼの園 作業部会員

5 早瀬　昭代 千葉市老人クラブ連合会

6 樋口　務 千葉市民生委員・児童委員協議会

7 矢島　祐輔(H 1 6 年度)星野　育三(H 1 7 年度) 千葉市社会福祉協議会山王地区部会

8 松川　智子 公募 区策定委員
作業部会員

9 生島　郁子 公募 区策定委員
作業部会員

1 0 大石　千恵 千葉市身体障害者福祉団体連合会

1 1 小関　茂 公募

1 2 木村　浩 特別養護老人ホーム双樹苑 区策定委員

1 3 杉山　明 千葉市ボランティア連絡協議会 作業部会員

1 4 鈴木　金作 千葉市社会福祉協議会草野地区部会 委員長
区策定委員

1 5 学校関係者

Ａ

Ｂ

資 料 編 
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千草台中学校・緑が丘地区

（敬称略）

グループ Ｎｏ. 氏名 所属団体名等 備考

1 石黒　等 千葉市ボランティア連絡協議会

2 岡　美由紀 公募

3 條川　三千代 千葉市手をつなぐ育成会

4 田村　雅昭 知的障害者小規模授産施設ＰＡＬ稲毛 区策定委員作業部会員

5 田村　光子 公募 委員長
区副委員長

6 松原　正道 公募

7 山田　敏子 ファミリー･サポート･センター会員 区策定委員
作業部会員

8 渡辺　志げ子 千葉市社会福祉協議会
千草台中学校地区部会

9 安東　幸信 千葉市老人クラブ連合会

1 0 海保　眞 デイサービスサロンアミーゴ 区策定委員

1 1 佐藤　正彦 特別養護老人ホームソレイユ千葉北

1 2 背黒　力也 千葉市身体障害者福祉団体連合会

1 3 小山田　十夫(H 1 6 年度)種池　賀子(H 1 7 年度) 稲毛区町内自治会連絡協議会

1 4 福田　芳男 千葉市民生委員・児童委員協議会 副委員長
区策定委員

1 5 星野　光 公募 区策定委員
作業部会員

1 6 渡辺　博司 千葉市社会福祉協議会緑が丘地区部会

Ａ

Ｂ
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轟穴川・３０１（作草部・天台）地区

（敬称略）

グループ Ｎｏ. 氏名 所属団体名等 備考

1 新井　努 公募

2 石原　康子 千葉市民生委員・児童委員協議会

3 大藤　敬美 稲毛区町内自治会連絡協議会 区策定委員

4 木村　秀二 作草部保育園

5 後藤　育子 千葉市手をつなぐ育成会 区策定委員

6 原田　正隆 千葉まちづくりサポートセンター 委員長
区委員長

7 矢田　房子 公募 作業部会員

8 瓜生　澄江 千葉市社会福祉協議会
３０１（作草部・天台）地区部会

9 黒川　武 千葉市社会福祉協議会轟穴川地区部会

1 0 谷口　多恵 公募 副委員長
区策定委員

1 1 千葉　誠 公募

1 2 夏目　純一 知的障害者通所更生施設
でい・さくさべ 区策定委員

1 3 山崎　弘子 千葉市ボランティア連絡協議会 区策定委員
作業部会員

1 4 山本　喜代 千葉市身体障害者福祉団体連合会

1 5 学校関係者

Ｂ

Ａ
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稲毛・稲丘・小中台地区

（敬称略）

グループ Ｎｏ. 氏名 所属団体名等 備考

1 飯田　禮子 千葉市民生委員・児童委員協議会 委員長
区策定委員

2 伊藤　忠房 千葉市老人クラブ連合会 区策定委員
作業部会員

3 大坂　雄生 千葉市社会福祉協議会稲毛地区部会

4 押尾　衛 公募

5 木本　清子 公募

6 栗田　喜久雄 千葉市社会福祉協議会小中台地区部会

7 原　八代重 南小中台保育園

8 藤田　和子 千葉市肢体不自由児者父母の会

9 松井　利之 千葉市身体障害者福祉団体連合会 区策定委員

1 0 漆原　和世 精神障害者共同作業所
福祉ショップひびき

副委員長
区策定委員

1 1 神田　勇 公募 区策定委員
作業部会員

1 2 八木　篤志 総合福祉ツクイ小仲台

1 3 福瀧　健一 千葉フレンドシップ協議会

1 4 藤川　勇 稲毛区町内自治会連絡協議会

1 5 牧野　弘子 地域生活を支援する会　ひびき

1 6 町田　隆子 公募

1 7 山崎　一夫 千葉市社会福祉協議会稲丘地区部会 区策定委員

1 8 横澤　妙子 千葉市ボランティア連絡協議会

Ａ

Ｂ
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４ 地区フォーラムでの具体的な取り組み以外の主な意見 

 地区フォーラムでは、第４章の「具体的な取り組み」以外のことについても、様々な意

見が出されました。ここでは、検討の中で、主に地域福祉を推進していく上で、市が行う

べきという意見について記述しています。 

 下記の意見については、市地域福祉計画や高齢者、障害者などの対象者別計画にできる

だけ反映するようにしました。 

 

（１）バリアフリーに関する意見 

 

・ バリアフリーは、地域住民で取り組むことはできないので、行政がやらなければな

らない。 

・ 地域の施設でトイレ等がバリアフリーになっているのか把握することが必要である。 

・ 最低でも公共施設はドアの狭さ、段差をなくし、誰もが利用しやすいようにする必

要がある。 

・ 点字ブロックは一度設置したら終わりではなく、ブロックが破損していたり、色が

はげていたりするので、定期的な点検が必要である。 

・ モノレールの多くの駅にはエレベーターがない。交通バリアフリー基本構想の対象

外となっている駅も多いが、バスの代わりの足となるべきものなので、設置してい

く必要がある。 

・ 障害のある方々の目からみた、立場にたったバリアフリーの見直しが必要である。 

    点字ブロック・・・弱視か全盲かに対する配慮（色等） 

    手話通訳・・・大きな駅で手話通訳を配置する 

・ 障害者が生活していくにはバリアフリーが不可欠となる。全ての公的施設について

見直しを行い、バリアフリーを徹底する。行政からも働きかけを行っていく必要が

ある（駅にエレベーターを設置する等。上りエスカレーターはあるのに下りエスカ

レーターがないような所もある）。 

・ 障害者用に整備したものが高齢者の障害になる一方、高齢者用に整備したものが障

害者の交通の妨げになるような状況が見られる。社会基盤の整備にあたっては、そ

のような問題が生じないようにする必要がある。 

・ 高齢者や障害者の残存能力を生かすようなバリアフリー化も望ましい。 
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（２）就労に関する意見 

 

・ 現在、障害者が参加して経営する「福祉ショップ」を交通の利便性のよい場所に。

例えば、障害者だけの食品関係の店等を経営する。商品は健常者の店と比較しても

引けを取らないものにしなければならない。このようにして働くことにより、自立

に近づいていくのではないか。 

・ 「でい・さくさべ」や「あけぼの園」で普通に働けるような人達が企業で働くよう

になれば、待機している人達が入れるようになる。 

・ 地域の中に障害者でも働くことができる場所を設ける。 

⇒ 誰でも施設ではなく住み慣れた地域で暮らすことが可能となる。 

・ 「スワンベーカリー」のように、企業と作業所・授産施設が協働する取り組みを行

い、障害者も健常者と同じように暮らせるようにする。 

 

（３）住宅・施設整備に関する意見 

 

・ 障害者も健常者と同じように暮らしている人が増えているが、一方で自立が困難な

人も多い。より多くの福祉作業所・授産施設・グループホームを作っていく必要が

ある（N P O 等）。設立にあたっては市がバックアップを行っていく必要がある。 

・ 肢体不自由者の施設を増やす。稲毛区は特に少ない（例えば稲毛区に住む障害者が

美浜区の施設に通っている）。 

・ 物納になった家屋を活用して、グループホームを整備することも住宅政策としては

よいのではないか。 

・ 市営住宅の空いている部屋や新たに建設するときにグループホームを設ける。 

・ 子どもルームのない地区については、早急に設置するとともに、すでに設置されて

いる地区については、拡充や設置場所の再検討など、子どもにとって、安全で利用

しやすい環境を整える必要がある。 

・ 教職員住宅の空き家をグループホームとして活用できないか。 

・ 身近なところに「でい・さくさべ」のような施設、作業所・ワークホームを作るこ

とにより、地域で活動することができる。 

資 料 編 
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５ 広報誌の発行（地区フォーラム委員による作成） 
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か
？

―
―
各
地
区
の
討
議
内
容
を
発
表
―
―

　
稲
毛
区
で
、
四
地
区
（
「
山
王
・
草
野
」
「
千
草
台
中
学
校
・
緑
が
丘
」

「
轟
穴
川
・
三
〇
一
」
「
稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
」
）
に
分
か
れ
て
稲
毛
区
の

福
祉
の
課
題
を
討
議
す
る
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
十
六
年
四
月
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
、

そ
れ
ぞ
れ
現
時
点
で
の
討
議
内
容
を
発
表
す
る
合
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
、
十
月
二
十
四
日
午
前
九
時
半
か
ら
稲
毛
区
役
所
の
講
堂
で
開
か
れ
ま

し
た
。

画
を
策
定
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
工
程
表
で
は
十
六
年
度
、

十
七
年
度
の
二
年
間
か
け
て
計
画
を

策
定
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
問
題
は
、
従
来
の
公
的
サ

ー
ビ
ス
中
心
の
や
り
方
で
は
限
界
が

あ
り
、
公
・
民
の
共
同
作
業
で
「
共

に
支
え
合
い
助
け
合
う
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
が
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
は
、

公
募
委
員
、
要
支
援
者
、

地
域
住
民
、

福
祉
の
現
場
に
携
わ
っ

て
い
る
人
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
地
区

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表

・
地
域
住
民
を
主
体
と
し
た
学
校
開

放
を
！

　
学
校
を
開
放
し
て
、
学
童
ク
ラ
ブ

を
学
校
に
吸
収
し
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
い
な
い
児
童
も
遊
ん
で
よ
い
こ
と

と
す
る
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

主
体
と
な
っ
て
運
営
し
、
学
校
で
は

な
く
、
行
政
が
責
任
を
負
う
。
実
現

の
た
め
に
は
、
「
学
校
の
敷
地
は
地

域
の
財
産
で
あ
り
、
地
域
の
た
め
に

使
用
す
る
べ
き
」
と
の
考
え
方
で
学

校
側
の
意
識
を
改
革
し
て
も
ら
う
。

・
地
域
住
民
の
「
交
流
館
」
を
！

　
小
中
台
保
健
セ
ン
タ
ー
が
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
し
た
後
の
建

物
を
、
地
域
の
誰
も
が
利
用
で
き
る

「
地
域
の
交
流
館
」
と
し
、
交
流
の

場
の
拠
点
に
す
る
。

・
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
に
運
営
委

員
会
を
！

　
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
を
利
用
し

よ
う
と
思
っ
て
も
、
歩
く
の
が
辛
い

人
は
利
用
し
に
く
い
。
巡
回
バ
ス
は

無
理
か
。
囲
碁
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
は
、
新
し
い
人
が
な
か
な
か
参

加
し
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。
地
域
の
意
見
を

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
「

運
営
委
員
会
」
を
設
け

て
は
ど
う
か
。

・
「
成
年
後
見
制
度
」
を
社
会
福
祉

協
議
会
で

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
（
痴
呆

性
高
齢
者
、

知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
な
ど
）

を
法
律
的
に
保
護
し
、

支
え
る
制
度
で
、
裁
判
所
が
選
ん
だ

援
助
者
が
、

本
人
の
意
思
を
尊
重
し

な
が
ら
、
必
要
な
代
理
行
為
、
た
と

え
ば
財
産
管
理
な
ど
を
行
な
う
制
度
。

そ
れ
を
社
会
福
祉
協
議
会
が
扱
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
。

　
報
告
さ
れ
た
の
は
ご
く
一
部
で
、

「
稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
」
地
区
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
十
八
名
の
委
員
を
二

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
次
の
課
題
を
順

次
検
討
し
て
い
ま
す
。

①
 
交
流
・
居
場
所
・
社
会
参
加
②

子
育
て
支
援
　
③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
・
在
宅
ケ
ア
・
身
近
な
生
活
支

援
・
自
立
支
援
　
④
安
全
　
⑤
就
労

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
。

　
稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
地
区
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
委
員
は
以
下
の
と
お
り
。

飯
田
　
子
（

委
員
長
）
、
伊
藤
忠
房
、

漆
原
和
世
、

大
坂
雄
生
、
押
尾
衛
、

神
田
勇
、
木
本
清
子
、
栗
田
喜
久
雄
、

波
平
美
紀
、

原
八
代
重
、
福
瀧
健
一
、

藤
川
勇
、
藤
田
和
子
、
牧
野
弘
子
、

町
田
隆
子
、

松
井
利
之
、
山
崎
一
夫
、

横
澤
妙
子
。

山
王
・
草
野
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

発
表

・
「
居
場
所
・
交
流
・
社
会
参
加
・

交
通
」
の
解
決
策

　
誰
で
も
、
気
軽
に
、
安
全
に
参
加

で
き
る
場
所
を
め
ざ
し
て
。

（
高
齢
者
の
居
場
所
・
交
流
）
身
近

で
気
楽
な
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。
教
職
員
住
宅

の
空
き
家
を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
化
を
図
る
。

（
高
齢
者
・
障
害
者
の
交
流
の
場
の

確
保
）
学
校
を
開
放
し
た
り
、
自
治

会
館
や
市
営
住
宅
の
空
き
部
屋
を
利

用
す
る
。

（
社
会
参
加
）
日
常
的
に
障
害
者
児

を
見
か
け
る
社
会
に
し
た
い
。
家
に

こ
も
り
が
ち
な
障
害
者
児
の
親
の
考

え
方
を
変
え
て
い
く
。
人
と
接
す
る

機
会
を
増
や
す
。
そ
れ
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
確
保
が
必
要
。

（
交
通
）
「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」
等

の
送
迎
バ
ス
の
有
効
利
用
を
図
る
。

空
き
時
間
の
活
用
、
交
通
の
便
が
よ

く
な
い
地
域
で
の
活
用
な
ど
。

・
「
身
近
な
生
活
支
援
・
緊
急
時
の

支
援
・
見
守
り
」
の
解
決
策

（
障
害
者
児
に
関
す
る
こ
と
）
親
が

か
り
で
な
い
一
連
の
制
度
が
ほ
し
い
。

養
護
学
校
卒
業
後
の
施
設
が
不
足
し

て
い
る
。

学
校
を
開
放
で
き
な
い
か
。

・
「
人
材
育
成
・
福
祉
教
育
・
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
解
決
策

（
高
齢
者
）
施
設
で
は
自
分
で
動
け

る
人
で
も
、
介
護
者
が
車
椅
子
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
寝
た
き

り
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
が
必
要
。

在
宅
の
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

（
障
害
者
）
知
的
障
害
者
は
一
般
の

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
。
学
校

の
行
事
な
ど
で
接
す
る
場
を
設
け
、

一
般
の
人
が
意
識
を
広
げ
ら
れ
る
よ

う
な
機
会
を
作
る
。
身
体
障
害
者
は
、

困
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
手
を
貸
し

て
も
ら
え
な
い
。
心
の
触
れ
合
う
場

を
い
か
に
設
け
て
い
く
か
が
大
切
。

・
「
ハ
ー

ド
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の

解
決
策

　
最
低
で
も
、
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
住
民
が
集

う
場
所
は
、
全
館
、
車
椅
子
を
使
え

る
よ
う
に
す
る
。

・
「
情
報
」
の
解
決
策

　
障
害
者
同
士
が
集
え
る
場
所
が
も

て
な
い
。

守
秘
義
務
が
壁
に
な
り
、

誰
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
も
教
え

て
も
ら
え
な
い
。
自
治
会
の
中
に
、

地
域
を
把
握
し
て
福
祉
関
係
に
責
任

を
持
つ
世
話
役
を
立
て
、
民
生
委
員
、

育
成
委
員
な
ど
が
自
治
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作

る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
図
書
、

広
告
、
看
板
な
ど
を
一
掃
す
る
意
見

書
を
出
す
必
要
が
あ
る
。

千
草
台
中
学
校
・
緑
が
丘
地
区

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表

・
「
交
流
・
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
社
会
参
加
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

の
解
決
策
の
検
討

（
高
齢
者
の
交
流
）
町
内
会
の
行
事

に
出
た
が
ら
な
い
人
が
多
い
。
老
人

ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
者
も
少
な
い
。
そ

れ
は
、
高
齢
者
と
い
っ
て
も
年
齢
、

家
族
構
成
、
経
済
状
態
な
ど
に
よ
っ

て
温
度
差
が
あ
る
か
ら
だ
。
行
政
と

民
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提

供
し
あ
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組

む
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
障
害
者
に
つ
い
て
）
視
覚
障
害
者

に
と
っ
て
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
の
し
に
く
さ
、
買
い
物
の
不
便

さ
、
生
活
用
品
の
説
明
書
の
配
慮
の
な
さ

な
ど
が
困
っ
た
こ
と
。
聴
覚
障
害
者

は
せ
め
て
大
き
な
駅
で
は
手
話
通
訳

者
を
置
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ま
た

知
的
障
害
者
は
学
校
卒
業
後
の
行
き

先
が
な
い
。
施
設
数
が
足
り
な
い
。

市
と
し
て
施
設
を
増
や
す
等
の
受
け

皿
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

　
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
今
後
、

障
害
者
の
生
活
実
態
の
把
握
、
高
齢

者
の
孤
独
死
の
問
題
、
独
居
の
高
齢

者
の
ご
み
出
し
の
問
題
等
を
取
り
上

げ
て
い
く
予
定
。

轟
穴
川
・
三
〇
一
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
発
表

次
の
９
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
討
。

①
居
場
所
づ
く
り
　
②
社
会
参
加
・

稲
毛
区
「
地
域
福
祉
計
画
」
の
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
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資 料 編 

●みどりの贈り物に着目した、アメリカのコミュニティガーデン
今度は、『リズ・クリスティガーデン』を訪ね、なぜアメリカ社会でコ
ミュニティガーデン活動が全米規模で盛んになっていったのかを探ってみ
ることにしましょう。
　アメリカのコミュニティガーデンは現在、ニューヨーク都市圏だけでも
大小２万か所をこえるといわれ、全米に点在するガーデンの組織はかなり
の数に上ります。これほどまでに広がりを見せたその背景には、１９８０
年代以降、都市の中心部に空き地が増え、生活環境が著しく荒廃しはじめ
たこと、自給自足による生活費の節約や食べ物の安全性に対する関心の高
まり、といったことがあげられます。
　けれども、理由はそれだけではありません。人々の心をとらえたのは、
そこが『プラムおじさんの楽園』だったからにほかなりません。植物を育
てることや協働作業から得られる感動や喜び、さまざまな効果・効用を多
くの人が身をもって体感したことが大きな要因のひとつになりました。
　「コミュニティは住民の手でつくるもの」という考えが市民層にいきわ
たっているアメリカ社会では、コミュニティガーデンは単に個人が花や野
菜づくりを楽しむ場所ではありません。花やみどりがもつ不思議な力や
ガーデニングを通して得られる効果・効用を最大限に活用しながら、地域
の抱えている問題（たとえばホームレス、エイズ、貧困、非行、麻薬、環
境やコミュニティの破壊）を少しでも改善していくための、みどりの
フィールドでもあるのです。
　こうした目的のためにコミュニティガーデンが積極的に活用されている
のは、次のような魅力があるからです。
＜コミュニティガーデンの魅力＞
・花やみどりは多くの人に愛され、受け入れられやすい　・高度な知識や
技術がなくても楽しめる　・大きな資金がなくてもはじめられる　・楽し
みながら活動がすすめられる　・比較的短時間で成果を得ることができる
・成果を多くの人々と分ち合える　・五感のすべてで楽しめる　・育て
る、見る、食べる、加工するなど、活用の範囲が広い　・コミュニケー
ションが広がり、密になる
・協働作業を通して社会性が身につく　・環境やまちづくりへの関心が高
まる　・ヒューマン・ランドスケープを創出する
コミュニティガーデンの魅力やコミュニティガーデンが私たちにくれる贈
り物は、このほかにもまだまだたくさんあります。
（出典：『コミュニティガーデンをつくろう』まちづくりセンター、１９９８年）

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
痴
呆
性
の
高
齢
者
が
施

設
に
入
る
と
き
は
、
納
得
の
い
く
ま

で
説
明
し
て
自
己
決
定
す
る
。
精
神

障
害
者
は
個
室
を
与
え
ら
れ
、
イ
ン

テ
リ
ア
や
献
立
は
自
分
で
決
め
ま
す
。

　
ま
た
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
齢
者
委
員
会
が
あ
っ
て

委
員
は
地
域
を
回
っ
て
生
活
上
の
改

善
点
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
行
政
に

提
案
し
て
い
く
と
い
う
政
治
へ
の
主

体
的
な
参
加
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
て
、
私
た
ち
も
学
ぶ
こ
と
の
多
い

制
度
だ
と
思
い
ま
す
。

⑤
あ
る
雑
誌
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
利
用
し
た
高
齢
者
が
、
結
局
は

自
分
が
住
ん
で
い
た
家
に
戻
っ
て
き

た
と
い
う
話
載
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
方
は
、
病
で
倒
れ
た
他
の
入
居
者

を
見
て
、
自
分
の
終
の
棲
家
は
地
域

に
あ
っ
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
支
え
ら
れ
る
の
が
も
っ
と
も
安
心

で
き
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。
（
講
演
要
旨
）

（
文
責
　
大
坂
）

自
立
支
援
　
③
権
利
擁
護
　
④
情
報

の
共
有
　
⑤
見
守
り
　
⑥
子
育
て
・

子
育
ち
　
⑦
交
通
問
題
と
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
　
⑧
住
宅
政
策

⑨
ボ
ラ
ン
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
。

（
居
場
所
づ
く
り
）
場
所
（
施
設
）

は
あ
っ
て
も
、
対
象
者
が
限
定
的
で

あ
っ
た
り
、
参
加
す
る
人
が
い
つ
も

決
ま
っ
て
い
た
り
、
居
場
所
と
し
て

機
能
し
な
い
例
も
あ
る
。
「
居
場
所

づ
く
り
」
と
は
、
孤
立
さ
せ
な
い
た

め
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
こ
と
で

あ
る
。
他
の
都
市
の
状
況
を
調
べ
た

り
、
既
存
の
施
設
を
活
用
し
て
、
世

代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
方
法
を
考

え
た
い
。

（
社
会
参
加
・
自
立
支
援
）
市
民
の

①
「
地
域
福
祉
計
画
」
と
は
何
か

②
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

へ
　
③
「
協
働
」
と
い
う
こ
と
　
④

デ
ン
マ
ー
ク
に
学
ぶ
こ
と
　
⑤
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
道
―
―
の
順
で

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
 
地
域
福
祉
計
画
で
大
切
な
の
は
、

市
民
参
加
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
今
ま
で
さ
ん
ざ
ん
言
わ
れ
た
こ

と
で
す
が
、
た
だ
参
加
す
る
の
で
は

な
く
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
計
画

を
立
て
て
い
く
、
「
参
加
か
ら
主
体

へ
」
、
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
民
営
化
、
市
場
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

買
え
る
人
は
い
い
の
で
す
が
、
買
え

な
い
人
は
ど
う
す
る
の
か
。
行
政
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
中
で
相
互
扶
助
で
や

っ
て
い
く
、
生
活
の
権
利
を
守
っ
て

い
く
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス

へ
」
を
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
と
、

「
行
政
主
導
型
か
ら
市
民
主
導
型

認
識
、
意
識
の
問
題
が
あ
る
。
困
っ
て

い
る
人
に
何
気
な
く
声
を
か
け
る
な

ど
、
助
け
合
い
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
し
つ
け
や
学
校
の
教
育
の
ほ
か
、

周
り
に
障
害
者
が
い
な
い
の
で
、
接
し

方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
後
の
課
題
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
な
い
、
あ

る
い
は
参
加
で
き
な
い
市
民
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
く
み
上
げ
る
か
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
の
問
題
に
関

心
の
薄
い
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
い
く

こ
と
も
、
「
地
域
福
祉
計
画
」
策
定
の

う
え
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

へ
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
世
界

の
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
一
極
集
中
か
ら
、
市
場
、
市
民

を
加
え
た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ガ
ー
デ
ン
と
い

う
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、

文
字
ど
お
り
、
地
域
で
緑
づ
く
り
、

花
壇
づ
く
り
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
た
い

へ
ん
盛
ん
で
、
一
緒
に
花
を
植
え
た

り
、
木
を
植
え
た
り
と
、
協
働
作
業

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
が
よ

く
な
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
く
な
り
、
生
き
が
い

の
発
見
や
心
身
の
健
康
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
う
活
動
で
す
。

④
デ
ン
マ
ー
ク
は
福
祉
国
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り

の
所
得
が
日
本
と
同
じ
く
ら
い
の
生

活
大
国
で
も
あ
り
ま
す
。
消
費
税
２

５
％
、
所
得
税
５
０
％
と
税
金
は
高

い
の
で
す
が
、
そ
の
代
わ
り
教
育
費
、

医
療
費
は
タ
ダ
で
す
。
こ
の
国
で
は
、

福
祉
に
関
し
て
「
自
己
決
定
」
「
主
体

的
参
加
」
「
影
響
を
与
え
る
」
の
三

（
講
演
）
　
「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
」
　
　
　
淑
徳
大
学
講
師
　
　
山
本
　
美
香

　　　　　　　　＜みどりがくれる贈り物＞
●花やみどりがもつ不思議な力

　『プラムおじさんの楽園』そして『リズ・クリスティガーデン』で、人々
は花やみどりからたくさんの贈り物をもらいました。それらの贈り物は、さ
らに多くの人たちと分かち合うことで、みんなの暮らしをより豊かに、潤い
のあるものにしていきました。花やみどりには、何やら不思議な力が秘めら
れているようです。
　『プラムおじさんの楽園』を再び訪ね、住民たちがもらった数々の贈り物
を整理しながら、花やみどりが私たちの暮らしにもたらしてくれるさまざま
な効果や効用について、今一度考えてみることにしましょう。
　まずはじめに、プラムおじさんは自分の家の庭づくり（ガーデニング）を
通して、次のような贈り物をもらいました。
＜ガーデニングから得られる効果・効用＞
・生きがいの発見　・希望や目標の設定　・心身の健康増進　・園芸知識や
技術の習得　・向上心の芽生え　・生活環境の向上　・美意識の発達
・幸せのおすそ分け　・友達づくりや、そのきっかけづくり・自信や誇りの
創出
・達成感、充足感の獲得
　そして、次にお隣のポターさんや長屋の住民たちは、プラムおじさん庭か
ら次のような贈り物をもらいました。
＜ガーデニングから得られる効果・効用＞
・美しい風景のおすそ分け（景観の共有化）　・やさしい競争心の芽生え
・コミュニケーションの広がり・生活環境への気づき　・コミュニティ環境
の向上（点から線への広がり）
　さらに、みんなで協働してつくり上げたコミュニティガーデンから、長屋
の住民たちは次のような贈り物をもらいました。
＜コミュニティガーデンから得られる効果・効用＞
・コミュニティの絆づくり　・地域への愛着や誇りづくり　・コミュニティ
の個性づくり　・食べ物生産によるか経費の節約　・エコロジーへの関心の
高まり
・生態系についての学び合い　・まちづくり活動の拠点づくり（線から面へ
の広がり）　・ヒューマン・ランドスケープの創出（人をなごませる環境デ
ザイン）
　短いお話から読みとれる贈り物だけでも、こんなにたくさんありました。

☆
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６ 作業部会員による調査報告 

作業部会員を中心に計画書をまとめていく中で、有志の委員の皆さんが、他都市の施設

の現地視察を行いました。 

 

（介護予防施設現地視察報告） 

2 0 0 5 年 4 月 1 4 日に作業部会員の有志５人による千代田区にある介護予防施設「い

きいきトリムコース」の現地視察を行いました。 

施設内にある介護予防のための器具の予算は７７７万円とのことでした。 

現地を見ての感想は、自分の体力に合わせてチェックできる記録表があってよかったの

ではないかということ。また、子どもと一緒に楽しめるのではないかと思いました。 

しかし、屋外（公園内）に設置されているため、風雨にさらされてしまうので、器具が

汚れていたことが気になりました。 

今後、介護保険でも、予防に対する取り組みが強化されていくので、このような施設が

千葉市でも設置されていくことが望まれます。 

 

（現地視察の様子） 

 

資 料 編 
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７ 稲毛区地域福祉計画策定のためのアンケート調査結果の概要 

 

≪調査の概要≫ 

（１）調査目的 

  稲毛区在住の市民の地域福祉に関する意向を把握し、地域福祉計画を策定するうえで

の基礎資料とすることを目的とした。 

 
（２）対象 

  調査対象は、稲毛区に在住する１６歳以上の区民８００人、内訳は、各地区フォーラ

ムのエリアごとに在住する２００人を抽出した。 

なお、対象者の抽出方法は、無作為抽出とした。 

 

（３）調査期間 

  平成１６年５月１０日（月）～２５日（火） 

 
≪主な調査結果≫ 

（１）地域との関わりについて 

  稲毛区全体では、「顔を合わせれば、あいさつする程度」(5 1 .9 % )が最も多く、次い

で「普段から簡単な頼みごとをする程度」(1 7 .3 % )が続く。 

  地区別に見ると、「顔を合わせれば、あいさつする程度」が一番多いのが、轟穴川・３

０１地区（5 2 .7 % ）である。 

  「普段から簡単な頼みごとをする程度」は、千草台中学校・緑が丘地区（1 9 .8 % ）が

最も多い。 

  「ほとんど近所づき合いはない」という回答が最も多かったのは、稲毛・稲丘・小中

台地区（6 .5 % ）である。 

  世代別に見ていくと、どの世代でも、「顔を合わせれば、あいさつする程度」という回

答が一番多い。年齢があがっていくほど、「何か困ったときには、なんでも相談し助け

合う」という回答が多いが、全体的に、地域のつながりが希薄化していることが考えら

れる。 

 
（２）地域活動・ボランティア活動 

  地域活動やボランティア活動の有無については、稲毛区全体では、「活動したことはな

い」(4 4 .7 % )が最も多く、次いで「現在、活動している」・「以前、活動したことがある

が、現在はしていない」(1 3 .8 % )となっている。３割弱が地域活動やボランティアの経

験があると回答している。 

資 料 編 
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  地区別では、「活動したことはない」という回答が最も多いのが、山王・草野地区

（5 0 .6 % ）である。 

「現在、活動している」が最も多いのが千草台中学校・緑が丘地区(1 6 .7 % )で、「以

前、活動したことがあるが、現在はしていない」が最も多いのが、轟穴川・３０１地区

（1 7 .2 % ）である。「現在、活動している」・「以前、活動したことがあるが、現在はし

ていない」を合わせると最も多いのが千草台中学校・緑が丘地区で３割強が地域活動や

ボランティアの経験があると回答しており、最も少ないのは山王・草野地区で2 割強で

ある。 

  なぜ活動をしないのかという理由については、稲毛区全体では「仕事をもっているの

で時間がない」(3 4 .0 % )が最も多く、次いで「その他」(2 4 .1 % )、「活動したい気持ち

はあるが、きっかけがつかめない」（1 6 .7 % ）が続く。 
  今後の活動については、稲毛区全体では、「できれば活動したい」(4 3 .3 % )が最も多

く、次いで「あまり活動したいと思わない」(2 5 .1 % )となっている。 

  地区別で、「活動したい」は、稲毛・稲丘・小中台地区（8 .3 % ）が最も多い。「まっ

たく活動したいとは思わない」は、山王・草野地区（8 .9 % ）が最も割合が多い。 

  世代別に見ていくと、全ての世代で「活動したことはない」という回答が一番多い。

その理由としては、2 0 代～５０代までは、「仕事をもっているので時間がない」という

回答が多く、６０代以上では、体調面による理由が多い。 

「現在、活動している」という回答が一番多かったのは 6 5 歳～7 4 歳であった。そ

の主な理由としては、退職し時間ができたため、地域をより良いものにしたいと思って

いる人が多いためだと考えられる。 

 
（３）社会福祉協議会、民生委員・児童委員の認知度について 

  社会福祉協議会の認知度については、稲毛区全体では６割強の割合で名前を聞いたこ

とがあると回答している。（「名前も活動内容も知っている」（1 7 .6 % ）、「名前は聞いた

ことがあるが、活動内容はよく知らない」（4 3 .5 % ））「名前も活動内容も知らない」

（2 6 .2 % ）は約１／４の割合となっている。地区別でも、ほぼ同様の結果となっている。 

  社会福祉協議会地区部会の認知度のついては、「名前も活動内容も知らない」(4 1 .2 % )

が４割強である。地区別では、稲毛・稲丘・小中台地区（4 9 .4 % ）で約５割となってい

る。 

  民生委員・児童委員の認知度については、「名前は聞いたことがあるが、活動内容はよ

く知らない」(4 2 .9 % )が最も多いが、「名前も活動内容も知っている」(3 4 .3 % )をあわ

せると名前は聞いたことがあるという回答は８割弱になる。 

  地区別では山王・草野地区が「名前も活動内容も知っている」（5 0 .6 % ）という回答

を5 割強しており、「名前も活動も知らない」は稲毛・稲丘・小中台地区（1 5 .6 % ）が

最も多い。 

資 料 編 
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  世代別に見ていくと、社会福祉協議会、民生委員・児童委員の認知度については、と

もに年代が上がっていくごとに、「名前も活動内容も知っている」という回答が多い。 

主な理由としては、普段２０・３０代の世代は、社会福祉協議会や民生委員・児童委

員に関わることがほとんどないためだと考えられる。逆に６５歳以上の世代は、敬老会

やいきいきサロンなど社会福祉協議会地部会や民生委員・児童委員主催の行事が地域で

開催されており、関わりを持つ機会が多いため、「名前も活動内容も知っている」とい

う回答が多かったと考えられる。 

 

（４）福祉のまちづくりについて 

  稲毛区全体では、「福祉の課題については、行政も住民も協力しあい、ともに取り組む

べきである」(4 5 .8 % )が最も多く、次いで「行政だけでは解決できない福祉の課題につ

いては、住民が協力して行う」(1 3 .8 % )となっている。 

  地区別では、山王・草野地区が「福祉の課題については、行政も住民も協力しあい、

ともに取り組むべきである」（5 0 .6 % ）で５割強となっており、他の地区は稲毛区全体

とほぼ同様の割合となっている。 

  「行政だけでは解決できない福祉の課題については、住民が協力して行う」は、稲毛・

稲丘・小中台地区（1 6 .9 % ）が最も多い。 

  「福祉を実施する責任は行政にあるので、税負担をすでに担っている住民は特に協力

することはない」という回答は、山王・草野地区（8 .6 % ）が最も多い。 

  世代別を見ていくと、全ての世代で、「福祉の課題については、行政も住民も協力しあ

い、ともに取り組むべきである」という回答が一番多くなっている。 

 

（５）今後の福祉のまちづくりのために重要なことについて 

  各地区とも「身近な近隣住民、民生委員・児童委員などによる相談支援体制の整備」、

「区福祉事務所・保健センターなどの相談支援体制の充実」、「福祉サービス利用のため

の適切な情報を得る体制づくり」、「保健・医療・福祉の連携による在宅サービスの充実」、

「緊急時の防災・安全対策」がほぼ1 割ずつ回答があった。 

資 料 編 



 7 4  

８ 地域の活動状況 

（１）社会福祉協議会地区部会の主な活動状況（平成１７年度末現在） 

① ふれあい・いきいきサロン 

公共の施設や学校の余裕教室・個人宅を会場に、お茶やお菓子を食べながら語らいの

場やレクリエーションの機会を提供し、地域交流・仲間づくりを進める活動です。 

N O  サロン名称 会場 活動日 

1  なのはな 山王公民館 第２金曜日 

2  ふれあいいきいきサロン 稲毛ファミールハイツ集会所 月４回（毎木曜日） 

3  ふれあいいきいきサロン 第一徳川園自治会館 月２回 

4  ふれあいいきいきサロン 京友会自治会，個人宅 月４回（毎木曜日） 

5  ふれあいいきいきサロン 東宮野木自治会館 月１回 

6  ふれあいいきいきサロン ライフタウン稲毛自治会館 月１回 

7  ふれあいいきいきサロン 穴川集会所，穴川中央公園 月４回（毎月曜日） 

8  童謡を歌おう でい・さくさべ 第４金曜日（８，１２，３月を除く） 

9  いきいきサロン 稲毛公民館，稲毛いきいきプラザ 奇数月第４月曜日 

1 0  サロンそら 稲毛スカイマンション集会所 月１回 

1 1  菜の花会 コープ園生管理組合集会所 月１回（第３土曜日） 

1 2  いきいきひろば 小仲台新向会館 月１回（第３火曜日） 

 

② ふれあい・子育てサロン 

公共の施設等を会場に、子育て中の親子が気軽に参加し、自由に遊んだり、おしゃべ

りをしたり、情報交換をしたり、子育てを楽しみながら仲間をつくり、互いに支え合う

活動です。 

N O  サロン名称 会場 活動日 

1  ちびっこ広場 山王公民館 月１回（第３木曜日） 

2  ちびっこ広場 稲毛ファミールハイツ集会場 ８月２２日，２月２０日 

3  ちびっこ広場 緑ヶ丘公民館 月１回 

4  よい子の広場 轟公民館 年４回（４，７，１０，２月） 

5  都賀よい子の広場 でい・さくさべ 偶数月第２金曜日（８月を除く） 

6  えほんのひろば 都賀公民館 月２回（第２，４月曜日） 

7  よちよち広場 稲毛公民館 奇数月第４水曜日 

8  W A Y W A Y  稲毛台町自治会館 月１回 

9  マミーズサポート 小中台保健センター 月１回 
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 ③ ふれあい・散歩クラブ 

公園等で散歩をすることで、孤独がちであったり、自宅に閉じこもりがちである状況

を防ぎ、軽い運動をすることで、生活に張りができ、要介護状態になることを予防する

活動です。 

N O  サロン名称 活動日 

1  アヒルの会 週２回（毎水，土曜日） 

2  いきいき散歩クラブ 週１回 

３ ゆうゆう散歩クラブ 週１回（毎火曜日，８，１月を除く） 

 

④ ふれあい食事サービス 

高齢者の方を対象に食事の配達サービスや、公民館・集会所等で会食会を通じて食事

を提供するサービスです。 

N O  会場 実施方法 実施日 

1  草野公民館 配食 毎月第２・４木曜日 

2  轟公民館 配食 毎月第３火曜日 

3  でい・さくさべ 会食 ５月・９月 

４ 黒砂公民館 配食・会食 毎月第２・３木曜日 

５ 稲毛東町内会館 配食 毎月第２・４水曜日 

６ 小中台公民館 配食 毎月最終土曜日 

７ 稲毛公民館 会食 １０月・２月 
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（２）その他地域での活動状況 

地域では、社会福祉協議会地区部会の活動以外にも、多くのグループが地域活動を行

っています。 

ここでは、地域活動を行っているグループのうち、地区フォーラム委員の皆さんから

情報提供していただいたものについて紹介します。   

グループ名 活動日 活動場所 活動内容 

千葉市手話 

サークル 

連絡協議会 

「稲の会」 

毎週水曜日 

６時３０分

～８時４５

分 

穴川コミ

ュニティ

センター 

約３０人の会員が、聴覚障害者と健常者が手話の

学習を通じて情報交換をし、交流し合う中からろう

問題について考えています。 

また、ろう施設や聴覚障害者に対する情報提供施

設の設立に向けて、街頭募金活動に協力していま

す。 

シャルム西

千葉自治会  

福祉検討委

員会 

毎月 

第１土曜日 

シャルム 

西千葉 

集会室 

２００５年発足。現在９名で活動しています。 

主な活動としては、季節行事（３月のひなまつり、

７月の七夕まつり等）を開催する中で、従来の高齢

者サークルや子ども会という縦割りではない活動

をめざしてきました。また、会員の居場所にもなる

サークル活動の活性化を図るために、現状を調査

し、会員に伝えました。 

今後は、稲毛区や市の地域福祉計画の学習会を開

催し、会員同士で共有し、何ができるか考えていき

たいと思っています。 

食事サービ

ス  

キッチン虹 

月～金曜日 稲毛区内 

非営利の市民事業グループです。地域の女性２２

人で月～金の週５日、高齢者、障がいのある方、子

育てに追われて大変な方、地域の人たちの集まる場

などに昼食用のお弁当を１食６００円でお届けし

ています。また、お届けした際にちょっとした手助

けや相談、福祉情報発信にも努めています。 

アネモネ・子

ども応援し

隊 

随時（定例会

は毎月第１

木曜日） 

小仲台 

及び 

周辺地域 

子育てに一段落した主婦５・６人で、１０代の地

域での居場所づくりを目的としたイベント、ミーテ

ィングなどの実施や支援をしています。 

また、子どもの居場所づくりに関連する学習や施

設見学を行っています。 

資 料 編 
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グループ名 活動日 活動場所  

ちば・子育て

応援しよう

会 

随時 

稲毛区を 

中心に 

千葉市内 

子育て応援をしようと考える７・８人のグループ

です。 

個人の支援とネットワークづくりをしています。

具体的には、子育て応援を始めるための講座の企画

などの活動を行っています。 

稲丘小地区 

町別対抗 

競技会 

毎年 

１０月初旬 

稲丘 

小学校 

稲丘小学校区全住民が、大人も子どもも互いに顔

見知りとなることを目的に、稲丘小学校の町内会を

３ブロックに分けて対抗戦方式による運動会を実

施しています。 

平成１７年度は１３種目で幼児、小学生、中学生

以上、６０歳以上と区分して行いました。 

競技参加者数は、延べ２，００２名にもなります。 

ぐっぴいの

会 

毎月 

第１火曜日 
その都度 

山王地区に住んでいる障害児者の親子の会です。

現在、障害種別を超えた２０組の親子でお互いを知

り合い、助け合おうと交流をしています。また、地

域の中で、障害のある人が生活していることをより

多くの方に理解をしてもらえるよう活動していま

す。この２つを目的として、年２回地域交流の場を

つくったり、月１回親達の勉強会・情報交換を行っ

たりしています。 

うぐいす子

供会 

毎週土曜日

２時～４時

半頃 

作草部 

公園 

千葉大学の学生が、サークル活動の中で、近所の

子どもとドッチボールやかけっこ等の遊びをし、学

生と地域の子どもとの交流活動を行っています。小

学生ならどなたでも参加可能です。 

Ｋ Ｉ Ｄ Ｓ 

ＣＬＵＢ「風

の子班」 

毎週土曜日

午後２時頃

から※長期

休暇を除く 

都賀公園

（森公園） 

千葉大学の学生が、子ども達と交流の中でいろい

ろなことを学ぶことを目的に、近隣の子供達と公園

で元気よく遊んだり、クリスマス等のイベントの際

には動物公園等に出かけています。 

この指と～

ま～れ文庫 

毎週水曜日

午後３時～

５時３０分 

千葉少年 

鑑別所外 

来相談室 

子どもを対象とし、千葉市中央区図書館から団体

貸出を受けて、おはなし会などの文庫活動を行って

います。  
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 活動日 活動場所 活動内容 

毎月第２・４

水曜日 

公募のボランティアによる学齢前の幼児向けに

「絵本の読み聞かせ」を行っています。 

毎月 

第３土曜日 

子供会育成委員による土曜教室「夢の箱」では、

年間スケジュールを基に工作や科学遊び、サツマイ

モの植え付け・収穫、クリスマス会等、一人では体

験できない楽しいことを行っています。 

多いときには、１００人くらいの子どもが参加し

ています。 

黒砂公民館

での活動 

毎月第１・４

木曜日 

黒砂 

公民館 

子育てママの「なかよしクラブ」では、２歳児以

上の子どもとお母さんたちが自由におしゃべりし

たり遊ばせたりでき、いつも１０～２０くらいの親

子が参加しています。 

稲毛ボラン

ティアの会 
月～金曜日 稲毛区内 

子育てが終わった主婦や定年退職後の男性等ボ

ランティア登録人員は６０人、月～金の週５日、高

齢者や障害者への配食サービスを昼食弁当、１食６

００円（介護保険適用者は４５０円）で行っていま

す。栄養バランスの取れた食事をと心がけていま

す。 

給食作りや 配達をする人は、その人達にとって

も生き甲斐作りの場になっています。 

資 料 編 
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９ 福祉関連施設等一覧 

  （※平成１７年度保健福祉サービスハンドブック・ちば市民便利帳等を基に掲載） 

（１） 高齢者関連施設 

① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 

日常生活に常時介護が必要で、自宅では介護が困難な高齢者等が入所する施設です。

介護保険で要介護1～5 と認定された方が入所する施設です。 

施設の名称 住所 定員（人） 

双樹苑 山王町1 6 2 -1  1 1 0  

ソレイユ千葉北 長沼原町2 5 0  5 0  

 

② 軽費老人ホーム 

家庭の事情などにより、居宅での生活が困難な6 0 歳以上の健康な方のための施設で

す。ただし、寝たきりの方は入所できません。 

施設の名称 住所 定員（人） 

シャンテ山王 山王町1 7 6 -3  5 0  

 

③ ケアハウス 

自炊ができない程度の身体機能の低下が認められ、または独立して生活するには困難

な6 0 歳以上（夫婦で入居の場合は、一方が6 0 歳以下でも可）の方で、家族の援助が

受けられない場合に入居する施設です。 

施設の名称 住所 定員（人） 

モンテクローネ 山王町1 7 3 -2  5 0  

 

④ 有料老人ホーム 

6 0 歳以上の健康な高齢者で、所得が比較的高い人を対象とした施設です。 

施設の名称 住所 定員（人） 

敬老園ロイヤルヴィラ稲毛 園生町1 4 6  3 7  

華ごころ 黒砂台3 -2 -4 1  4 4  

リスペクト稲毛 稲毛東5 -1 4 9 9 -2  3 3  

 

⑤ 介護老人保健施設（老人保健施設） 

要介護者に対し、施設サービス計画に基づき、医学的管理の下における看護、介護、

および機能訓練、その他必要な医療並びに日常生活の世話を行う施設です。 
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施設の名称 住所 定員（人） 

アーバンケアセンター 山王町1 6 8 -8  1 0 0  

みどりの家 天台4 -1 -1 6  1 0 0  

ダンディライオン 山王町1 7 4  1 0 0  

 

⑥ デイサービス施設 

  デイサービスセンターなどで、入浴、食事の提供、機能訓練などを行います。 

施設の名称 住所 定員 

青春道場 宮野木町1 7 2 2 -1 4 7  1 5 人／1 日 

千葉千草台デイサービスセンター 千草台1 -1 -2 4 -1 0 1   2 5 人／1 日 

総合福祉ツクイ小仲台 小仲台6 -1 6 -6  3 0 人／1 日 

いなげケアセンターそよ風 穴川3 -6 -1 2  3 5 人／1 日 

デイサービスセンターソレイユ千葉北 長沼原町2 5 0  3 0 人／1 日 

双樹苑デイサービスセンター 山王町1 6 2 -1  2 5 人／1 日 

セエフデイサービスセンター 園生町4 6 8 -9 4  1 5 人／1 日 

石橋接骨院リハビリデイサービス 園生町2 5 3 -1 6  2 0 人／1 日 

デイサービスサロンアミーゴ 天台5 -6 -7  1 0 人／1 日 

ステップ・ワン京葉 長沼町1 1 6 -1 -1 0 1  2 0 人／1 日 

みやのぎデイサービス 宮野木町1 5 5 1 -1 3 1  1 5 人／1 日 

 

⑦ 認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

認知症の要介護者が、5～9 人で共同生活をしながら、家庭的な雰囲気の中で、介護

スタッフが食事、入浴、排泄などの介護、その他の日常生活上の世話や機能訓練を行い

ます。 

施設の名称 住所 定員（人） 

コムスンのほほえみ稲毛 稲毛町5 -2 3 0 -1  2 7  

グループホームひこうせん 萩台町6 3 2 -4 0  1 8  

いなげケアセンターそよ風 穴川3 -6 -1 2  2 7  

 

⑧ 在宅介護支援センター 

在宅の要援護高齢者等またはその家族等に対し、在宅介護に関する総合的な相談に、

2 4 時間体制で応じます。 

施設の名称 住所 

双樹苑在宅介護支援センター 山王町1 6 2 -1  

みどりの家在宅介護支援センター 天台4 -1 -1 6  
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 ⑨ いきいきプラザ・いきいきセンター 

6 0 歳以上の方が、健康で生きがいのある生活を送れるように、健康増進やレクリエ

ーションの設備などを備えた施設です。各施設では、各種の高齢者福祉講座を開講して

います。また、日常生活の悩み事や健康の相談にも応じています。市民の方は、シルバ

ーカード（身分証も可）をお持ちいただければ無料で利用できます。  

施設の名称 住所 

稲毛いきいきプラザ 稲毛東6 -1 9 -1  

あやめ台いきいきセンター 園生町4 4 6 -1（あやめ台小学校内） 

  

 ⑩ あんしんケアセンター（地域包括支援センター）（平成１８年４月１日～） 

地域における総合的な相談窓口として、介護予防マネジメントを行うとともに、保健

福祉サービスをはじめ様々な生活支援サービスとの調整等を行ないます。 

施設の名称 住所 

双樹苑 山王町1 6 2 -1  

みどりの家 天台4 -1 -1 6  

 

（２）児童関連施設 

① 保育所（園） 

保護者が仕事や病気などの事情で、子どもの保育ができないとき、生後３か月に達し

た翌日から小学校入学前までの乳幼児を保護者にかわって保育します。 

定 員（人） 
施設の名称 住所 

3 歳未満 3 歳以上 

あやめ台第1 保育所 あやめ台1 -1 5 -1 0 1  4 0  6 0  

あやめ台第2 保育所 あやめ台3 -1 9  3 0  6 0  

黒砂保育所 黒砂2 -4 -2 4  3 5  5 5  

小中台保育所 小仲台9 -3 0 -2  3 5  5 5  

小深保育所 小深町2 6 1 -7  2 5  5 5  

園生保育所 園生町1 3 2 5 -1  4 0  7 0  

千草台保育所 千草台1 -1 -2 7  4 0  8 0  

天台保育所 天台1 -1 0 -6  3 0  6 0  

轟保育所 轟町1 -1 2 -1 3  6 0  1 0 0  

長沼原保育所 長沼原町2 4 2 -2  2 5  4 5  

緑町保育所 緑町2 -2 2 -1  3 5  4 5  

宮野木保育所 園生町2 3 8 -5 6  5 0  1 0 0  

稲毛保育園 小仲台2 -1 0 -1  5 1  6 9  
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定 員（人）   

3 歳未満 3 歳以上 

作草部保育園 作草部町6 9 8 -3  3 0  6 0  

山王保育園 山王町1 5 3 -1 6  2 1  2 4  

チャイルド・ガーデン保育園 小仲台8 -4 -6  2 2  3 7  

南小中台保育園 小仲台8 -2 1 -1  3 0  6 0  

 

② 地域子育て支援センター 

育児不安などについての相談・指導を行うほか、子ども達のふれあいの場として利用

できます。また、子育てサークルなどへの育成・支援等の育児支援を行います。 

施設の名称 住所 

稲毛保育園 小仲台2 -1 0 -1  

 

③ 子育てリラックス館 

  子育てに不安や悩みを抱えがちな子育て中の方が、親子で気軽に集い、打ち解けた雰

囲気の中で交流したりする場です。また、子育てに関する相談等も行います。 

施設の名称 住所 

てんだい・子育てリラックス館 天台1 -7 -1 7（小ばと幼稚園内） 

 

④ 乳幼児健康支援一時預かり 

市内在住または市内の保育所（園）・小学校等に通う小学校低学年までのお子さんが、

病気回復期等にあるため保育所などに預けることができない場合で、保護者が就労また

は傷病などの理由により家庭での育児が困難なときに、診療所に併設した病（後）児保

育施設でお預かりします。 

施設の名称 住所 

今野小児科医院内「ピノキオ」 黒砂台3 -2 -5 1  

 

⑤ 子どもルーム 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校１年生から３年生の児童を対象に、授

業が終わった後の遊び及び生活の場を提供し、指導員の活動支援のもと、児童の健全育

成を図ります。 

施設の名称 住所 

あやめ台小学校 園生町4 4 6 -1  

稲毛 稲毛3 -1 1  

柏台小学校 園生町5 8 8  
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施設の名称 住所 

草野小学校 園生町1 3 8 5  

黒砂 緑町1 -1 3 -1 5  

小中台小学校 小仲台6 -3 4 -1  

小中台南 小仲台8 -2 2 -1 1 -1 0 6  

山王 六方町4 0 -2  

園生 小仲台9 -4 0 -3  

千草台小学校 天台5 -1 1 -1  

千草台東小学校 作草部町1 2 9 8 -1  

都賀小学校 作草部町9 3 8  

轟町 轟町1 -8 -2 6  

宮野木 宮野木町1 7 5 2 -1 8 8  

弥生小学校 弥生町3 -1 8  

 

⑥ 児童福祉センター 

  子ども達やその団体が、学習やレクリエーション活動などを通じて子ども達の健全な

育成を図る施設です。 

施設の名称 住所 

あやめ台児童福祉センター あやめ台1 -1 7  

小仲台児童福祉センター 小仲台3 -1 5 -1  

園生児童福祉センター 園生町1 1 2 7 -1  

千草台児童福祉センター 千草台1 -1 -2 9  

 

⑦ 児童養護施設 

家族の交通事故や災害、親の離婚、家出、病気入院などで、家庭での養育が難しいお

子さんまたは環境上養護を要するお子さん（いずれも乳児は除きます）を預かり、健や

かな成長を願いつつ生活・学習・運動など指導育成し、自立を支援する施設です。一般

家庭と同様に、施設から小･中学校へ通学し、さらに高校への進学もできます。家庭の

所得状況により費用負担があります。 

施設の名称 住所 

房総双葉学園 天台3 -4 -1  
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（３）障害者関連施設 

① 知的障害者更生施設 

1 8 歳以上の知的障害者を入所または通所させて、これを保護するとともに、その更

生に必要な指導および訓練を行う施設です。 

施設の名称 住所 定員（人） 

あけぼの園（通所） 長沼原町3 2 1 -2  6 9  

でい・さくさべ（通所） 作草部2 -4 -5  6 0  

 

② 知的障害者小規模通所授産施設 

1 8 歳以上の知的障害者であって、雇用されることが困難な者を通所させて、自活に

必要な訓練を行うとともに、職業を与えて自活させる施設です。 

施設の名称 住所 定員（人） 

あやめ 長沼町2 8 7 -3  1 2  

ＰＡＬ稲毛 園生町4 4 9 -1  1 2  

ファーストオリーブ 轟町4 -1 -1 0  1 0  

 

③ 知的障害者デイサービス 

自立の促進、生活の改善、身体機能の維持向上等を図るよう、通所による創作的活動、

機能訓練等の各種サービスを提供します。 

施設の名称 住所 定員（人） 

知的障害者デイサービスセンター あけぼの園 長沼原町3 2 1 -2  8  

デイサービスセンター でい・さくさべ 作草部2 -4 -5  2 0  

 

④ 心身障害者福祉作業所 

在宅の知的障害者であって、雇用されることが困難な者に対し設備を提供して仕事を

与えるとともに、生活指導等をあわせて行い、自立の助長を図ります。 

施設の名称 住所 定員（人） 

父の樹園 長沼原町3 2 1 -3  1 9  

 

⑤ 心身障害者ワークホーム 

一般家庭の居室などを利用して、在宅の心身障害者が軽作業などをとおして集いふれ

あうことで、社会参加の促進を図ります。 

施設の名称 住所 定員（人） 

あおば工芸館 長沼原町9 4 2 -1 7 8  7  

ＡＣＴ 小仲台1 -5 -5 -1 0 1  1 0  
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施設の名称 住所 定員（人） 

キッチン円（ＭＡＲＵ） 轟町1 -2 -6  5  

デフ 稲毛東4 -9 -4  5  

トライアングル西千葉 小仲台2 -6 -1 -2 0 5  1 0  

はばたき 園生町1 3 8  1 0  

ひまわりの園 長沼町2 8 8 -1 5  1 2  

ふれあい 六方町1 3 9 -1 2 -1 0 1  1 1  

ふれんど 六方町1 3 9 -1 2 -1 0 1  1 1  

ほほえみいなげ 小仲台7 -3 0 -1 0 -1 0 1  1 4  

 

⑥ 知的障害者地域生活援助（グループホーム） 

地域において共同生活を営む知的障害者に対し、日常生活上援助等を行い、社会的自

立の促進を図ります。 

施設の名称 住所 定員（人） 

グループホーム あめんぼ 作草部1 -1 4 -3  4  

フラップ 長沼原町9 4 2 -2 2 7  5  

 

⑦ 精神障害者共同作業所 

在宅の精神障害者が軽作業等を通して働く意欲の増進を図るとともに、社会復帰の促

進を図る施設です。  

施設の名称 住所 

福祉ショップひびき 稲毛東2 -1 6 -3 3  

 

⑧ 精神障害者生活ホーム 

  社会的入院をしている者や家族での教育が困難で独立した生活を希望する者に住居を

提供し、日常生活の援助を行うことにより自立生活の助長を図るものです。原則として

２～３名で生活しています。 

施設の名称 住所 定員（人） 

ひびき荘 稲毛東1 -1 3 -1 3  3  

 

⑨ 養護学校 

  心身に障害があるために教育上特別な配慮や指導が必要な児童生徒のための学校です。 

施設の名称 住所 

第二養護学校 轟町3 -6 -2 5  

千葉大学教育学部附属養護学校 長沼原町3 1 2  

資 料 編 
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１０ 町丁別人口（平成１７年９月３０日現在） 

人口比率 人口比率

千葉市 9 2 1 ,6 5 3 1 2 9 ,0 9 8 1 4 .0 % 1 4 7 ,3 6 3 1 6 .0 %

中央区 1 8 3 ,1 9 8 2 3 ,2 3 5 1 2 .7 % 3 2 ,6 1 9 1 7 .8 %

花見川区 1 8 0 ,9 3 3 2 4 ,7 5 8 1 3 .7 % 2 9 ,3 6 4 1 6 .2 %

稲毛区 1 4 9 ,0 2 1 1 9 ,3 6 1 1 3 .0 % 2 4 ,1 6 3 1 6 .2 %

若葉区 1 4 9 ,7 7 7 1 9 ,9 5 6 1 3 .3 % 2 8 ,2 7 4 1 8 .9 %

緑区 1 1 2 ,7 9 3 2 0 ,2 6 3 1 8 .0 % 1 4 ,5 6 6 1 2 .9 %

美浜区 1 4 5 ,9 3 1 2 1 ,5 2 5 1 4 .8 % 1 8 ,3 7 7 1 2 .6 %

人口比率 人口比率
あやめ台　　　　 4 ,2 1 2 4 7 4 1 1 .3 % 9 5 8 2 2 .7 %
小深町　　　　　 3 ,3 0 7 4 3 3 1 3 .1 % 5 0 3 1 5 .2 %
山王町　　　　　 8 ,0 5 5 1 ,2 3 2 1 5 .3 % 1 ,1 0 0 1 3 .7 %
長沼町　　　　　 8 ,8 4 6 1 ,1 6 5 1 3 .2 % 1 ,5 0 2 1 7 .0 %
長沼原町　　　　 5 ,1 2 0 5 8 8 1 1 .5 % 7 9 0 1 5 .4 %
六方町　　　　　 1 ,4 9 2 1 6 9 1 1 .3 % 2 7 1 1 8 .2 %

計 3 1 ,0 3 2 4 ,0 6 1 1 3 .1 % 5 ,1 2 4 1 6 .5 %
柏台　　　　　　 3 ,3 6 6 3 0 4 9 .0 % 7 5 3 2 2 .4 %
園生町　　　　　 1 8 ,7 8 6 2 ,8 0 1 1 4 .9 % 2 ,5 8 7 1 3 .8 %
千草台１丁目　　 1 ,4 5 7 1 3 7 9 .4 % 3 2 9 2 2 .6 %
千草台２丁目　　 2 ,6 2 4 2 4 0 9 .1 % 6 8 4 2 6 .1 %
天台町　　　　　 6 9 5 7 .2 % 2 3 3 3 .3 %
天台２丁目　　　 1 ,3 3 1 1 4 1 1 0 .6 % 2 6 3 1 9 .8 %
天台３丁目　　　 1 ,1 8 7 1 1 8 9 .9 % 2 2 8 1 9 .2 %
天台４丁目　　　 1 ,1 1 9 1 3 1 1 1 .7 % 2 2 2 1 9 .8 %
天台５丁目　　　 1 ,0 4 4 1 3 2 1 2 .6 % 1 9 9 1 9 .1 %
天台６丁目　　　 5 2 3 4 7 9 .0 % 7 8 1 4 .9 %
萩台町　　　　　 1 ,5 8 2 1 3 9 8 .8 % 4 5 6 2 8 .8 %
宮野木町　　　　 9 ,3 5 7 1 ,0 6 2 1 1 .3 % 1 ,9 3 2 2 0 .6 %

計 4 2 ,4 4 5 5 ,2 5 7 1 2 .4 % 7 ,7 5 4 1 8 .3 %

総人口市・区

町丁名 総人口地区
年少人口
（1 4歳以下）

山
王
・
草
野
地
区

千
草
台
中
学
校
・
緑
が
丘
地
区

年少人口
（1 4歳以下）

高齢者人口
（6 5歳以上）

高齢者人口
（6 5歳以上）

資 料 編 



 8 7  

 

資 料 編 

人口比率 人口比率
穴川町　　　　　 1 2 7 1 1 8 .7 % 1 9 1 5 .0 %
穴川１丁目　　　 1 ,7 1 8 2 0 6 1 2 .0 % 2 6 2 1 5 .3 %
穴川２丁目　　　 2 ,0 8 0 2 5 4 1 2 .2 % 3 9 3 1 8 .9 %
穴川３丁目　　　 1 ,0 5 2 6 9 6 .6 % 2 1 5 2 0 .4 %
穴川４丁目　　　 6 4 8 1 0 8 1 6 .7 % 8 6 1 3 .3 %
黒砂１丁目　　　 8 9 1 8 8 9 .9 % 1 5 4 1 7 .3 %
黒砂２丁目　　　 1 ,2 1 7 1 5 0 1 2 .3 % 2 5 3 2 0 .8 %
黒砂３丁目　　　 7 2 3 1 2 7 1 7 .6 % 7 9 1 0 .9 %
黒砂４丁目　　　 7 2 3 7 1 9 .8 % 1 4 8 2 0 .5 %
黒砂台１丁目　　 1 ,4 6 2 1 9 1 1 3 .1 % 2 3 7 1 6 .2 %
黒砂台２丁目　　 6 7 1 1 0 2 1 5 .2 % 7 4 1 1 .0 %
黒砂台３丁目　　 1 ,2 1 7 1 0 9 9 .0 % 2 1 3 1 7 .5 %
作草部町　　　　 3 ,7 8 1 5 0 6 1 3 .4 % 5 2 2 1 3 .8 %
作草部１丁目　　 1 ,5 8 2 1 2 1 7 .6 % 3 8 1 2 4 .1 %
作草部２丁目　　 4 2 8 4 3 1 0 .0 % 1 1 5 2 6 .9 %
天台１丁目　　　 1 ,5 0 4 2 4 5 1 6 .3 % 2 1 1 1 4 .0 %
轟町１丁目　　　 1 ,5 3 5 1 5 5 1 0 .1 % 3 9 8 2 5 .9 %
轟町２丁目　　　 1 ,6 5 9 3 2 7 1 9 .7 % 2 3 9 1 4 .4 %
轟町３丁目　　　 1 ,5 5 2 3 7 5 2 4 .2 % 4 6 3 .0 %
轟町４丁目　　　 7 7 1 9 4 1 2 .2 % 1 1 7 1 5 .2 %
轟町５丁目　　　 1 ,5 3 6 2 0 6 1 3 .4 % 2 0 4 1 3 .3 %
緑町１丁目　　　 1 ,5 1 1 1 6 6 1 1 .0 % 2 3 1 1 5 .3 %
緑町２丁目　　　 6 1 8 6 8 1 1 .0 % 1 3 0 2 1 .0 %
弥生町　　　　　 6 4 3 1 0 1 1 5 .7 % 6 7 1 0 .4 %

計 2 9 ,6 4 9 3 ,8 9 3 1 3 .1 % 4 ,7 9 4 1 6 .2 %
稲丘町　　　　　 1 ,2 6 4 1 4 7 1 1 .6 % 2 6 6 2 1 .0 %
稲毛１丁目　　　 8 3 9 1 1 3 1 3 .5 % 1 2 4 1 4 .8 %
稲毛２丁目　　　 8 3 4 7 3 8 .8 % 1 8 2 2 1 .8 %
稲毛３丁目　　　 1 ,6 4 5 1 7 6 1 0 .7 % 3 6 5 2 2 .2 %
稲毛台町　　　　 2 ,1 3 1 2 7 6 1 3 .0 % 3 8 6 1 8 .1 %
稲毛町４丁目　　 4 1 4 9 .8 % 7 1 7 .1 %
稲毛町５丁目　　 3 ,3 9 1 6 1 2 1 8 .0 % 4 0 8 1 2 .0 %
稲毛東１丁目　　 1 ,3 8 7 2 1 8 1 5 .7 % 2 0 4 1 4 .7 %
稲毛東２丁目　　 9 4 5 8 1 8 .6 % 1 9 0 2 0 .1 %
稲毛東３丁目　　 1 ,6 5 7 1 7 5 1 0 .6 % 2 4 3 1 4 .7 %
稲毛東４丁目　　 9 9 4 1 7 0 1 7 .1 % 8 9 9 .0 %
稲毛東５丁目　　 1 ,3 8 3 1 4 8 1 0 .7 % 2 7 1 1 9 .6 %
稲毛東６丁目　　 2 ,6 0 3 3 5 9 1 3 .8 % 2 7 3 1 0 .5 %
小中台町　　　　 8 ,3 0 6 1 ,1 4 9 1 3 .8 % 7 3 7 8 .9 %
小仲台１丁目　　 2 ,7 2 4 4 8 3 1 7 .7 % 2 5 7 9 .4 %
小仲台２丁目　　 7 2 2 5 0 6 .9 % 1 7 8 2 4 .7 %
小仲台３丁目　　 1 ,3 8 9 1 0 1 7 .3 % 3 2 7 2 3 .5 %
小仲台４丁目　　 8 7 2 7 2 8 .3 % 2 0 3 2 3 .3 %
小仲台５丁目　　 1 ,6 2 3 3 8 0 2 3 .4 % 4 1 2 .5 %
小仲台６丁目　　 2 ,0 0 9 1 9 7 9 .8 % 2 4 4 1 2 .1 %
小仲台７丁目　　 3 ,4 2 3 5 3 1 1 5 .5 % 4 1 1 1 2 .0 %
小仲台８丁目　　 3 ,8 6 1 4 3 7 1 1 .3 % 6 3 3 1 6 .4 %
小仲台９丁目　　 1 ,8 5 2 1 9 8 1 0 .7 % 4 5 2 2 4 .4 %

計 4 5 ,8 9 5 6 ,1 5 0 1 3 .4 % 6 ,4 9 1 1 4 .1 %

年少人口
（1 4歳以下）

高齢者人口
（6 5歳以上）

稲
毛
・
稲
丘
・
小
中
台
地
区

轟
穴
川
・
３
０
１
（
作
草
部
・
天
台
）
地
区

地区 町丁名 総人口


